
資料７

介護関係職員医療連携支援事業の概要

１ 目 的

医療的ケアが必要な高齢者の増加に対応するため、介護関係職員が医療に関する知識を深めるための

研修等を実施することにより、介護関係職員や事業所全体のケアの質の向上を図るとともに、医療関

係者との連携を促進する。

２ 事業内容

介護関係職 ○医療・介護連携支援研修事業（補助金）

員医療連携 補助対象：介護保険サービス事業所

支援事業 基 準 額：１事業者 360千円以内

内 容：事業所内の課題等を職員が共通認識し、組織全体で学習テーマを定めて実施

する自主的な取り組み（研修、学習会など）に係る費用について補助

<学習事例>

高齢者の身体的特徴と疾患の理解、口腔機能と食事のケア、

看取り期のケア、薬剤・医療材料の管理と誤薬の予防 など

効 果：介護関係職員が医療に関する知識を深めることで利用者の状態変化に適切に

対応でき、医療関係職員と連携したサービスが提供できるようになり、事業

所全体のケアの質の向上につながる。

３ 平成２７年度の取組について

〇医療介護連携支援事業：２６事業所 ＊研修実施期間（平成２７年１１月～平成２８年３月）

サービス種類 事業所数 参加人数 回 数 主な研修テーマ

・高齢者の感染症予防

認知症対応型共同生活介護 ７ ２１９ ２２ ・看取りのケア

・認知症の理解

・口腔機能と食事のケア

介護老人福祉施設 ６ ３７６ １１ ・認知症の理解

・誤薬の予防

・認知症の理解

訪問介護・通所介護 ９ ２２５ １４ ・口腔機能と食事のケア

・高齢者の身体的特徴と疾患の理解

・高齢者の感染症予防

短期入所生活介護 ２ ７０ ３ ・看取りのケア

・認知症の理解

・高齢者の感染症予防

小規模多機能型居宅介護 ２ ７０ ４ ・看取りのケア

・誤薬の予防

計 ２６ ９６０ ５４


